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ライミング処理区と対照区では種子の内生 ABA含量に有意な差はみられなかったD 一方、 GA含量につい
ては、播種後、 NaCl-プライミング処理区において活性型GAが増加し、また、 GA20-oxidase 1及びGA
3・oxidase1などの GA生合成酵素遺伝子の発現が有意に増加していることが明らかとなった。また、 GA蓄




本研究により、 トマトにおいて NaCl・プライミング処理により生起する発芽促進には Gんが主要な役割を果
たしていることが明らかとなった。
以上の結果から、 NaCl処理を従来法より低濃度、短時間で実施することによりトマト種子において十分
なプライミング効果が得られること、また、 NaCl 処理により G~ の生合成系の活性化、続いて細胞壁分解
系の活性化が起こり、その結果として種子発芽が促進されるものと考えられたc
審査の結果の要旨
本学位論文では、塩化ナトリウムを用いて、既存の種子プライミング法よりも低濃度短時間で出芽、発芽、
生育促進及びストレス耐性の獲得が図れる方法を開発した。この方法は、特別な試薬や装置を必要とするも
のでは無く、さらにコスト的にも大変安価であることから、生産者も容易に行うことができる非常に実用的
な種子プライミング法であり、実用研究として高く評価できる。また、 トマト種子プライミングによる発芽
促進の分子生理機構を解析した報告は今までになされておらず、ジベレリン量の変動及びその生合成遺伝子
の発現、発芽に関与する細胞壁分解酵素遺伝子の発現などを明らかにした本研究は、プライミング処理によ
る発芽促進のみならず、種子発芽の分子生理機構の解明にも寄与するものであり学術研究としてもインパク
トのある優れた研究である。
平成 23年 1月8日に開催された学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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